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FMV レンタル事業展開に関する合弁会社設立合意のお知らせ 

 

NEC キャピタルソリューション株式会社（以下｢当社｣、本社：東京都港区、代表取締役社長：

田中重穗）は、この度、グローバル金融サービス機関であるマッコーリーグループの日本法

人マッコーリーアセットファイナンスジャパン株式会社（以下｢マッコーリー社｣、本社：東

京都千代田区、代表取締役社長：ジェームズ・コンラッド・モーリ）との共同出資により、

ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）関連機器の FMV レンタル（※）

事業を展開する合弁会社を設立することに合意しましたので、お知らせいたします。 

※ FMV（Fair Market Value）レンタル：市場価値連動レンタル （レンタル終了時の、物件の市場価値を考慮したレンタル） 

 

１． 合弁会社設立の背景 

 近年、当社は、ますます高まる企業の TCO（Total Cost of Ownership：コンピュータシステ

ムの導入、維持・管理などにかかる費用の総額）削減ニーズに対応し得るソリューションとして

企業向け FMV レンタルサービスの立ち上げを検討してまいりました。 

 その先鞭として、平成 20 年 5月、マッコーリー社との間で合弁会社（リブートテクノロジーサ

ービス株式会社、本社：千葉県浦安市）を設立し、FMV レンタルサービス提供に必要な中古 ICT

関連機器の販売及び関連サービス事業を共同運営しておりますが、並行して、マッコーリーグル

ープにて豪州・米国を中心にグローバル展開している FMV レンタル事業を日本で立ち上げること

についても協議を重ねてまいりました。 

今般、同グループの FMV レンタル事業が日本企業の TCO 削減ニーズに応えている事から、FMV

レンタル事業の共同展開に係るマッコーリー社との当該事業運営方針に関して合意に達したこと

を受け、合弁会社を設立することとなりました。 

 

２． 本件レンタル事業開始の意義 

1)企業ニーズに応える最適なソリューションの提供 

使用期間の最適化やサービスの使用量に応じた課金など、各社の TCO 削減ニーズに応じて柔軟

に対応し得る FMV レンタルサービスを組成・提案する事業展開により、企業に対し適切な合理化

策を提供することができる。 

 

2)新たな収益機会の創出 

TCO削減ニーズが大きい大企業及びデータセンター等大口ICT需要者層に対してFMVレンタル

事業を展開することで ICT 関連機器の取扱台数の大幅な増加が見込まれることから、当該機器

に付随する各種サービス収益の拡大が期待できる。 



 

３． 合弁会社の概要 

1) 商 号：Ｎレンタルサービス合同会社 

2) 所 在 地：東京都港区芝五丁目 29 番 11 号 

3) 事 業 開 始：平成 24年 4 月（予定） 

4) 事 業 内 容：(1)情報技術及びその他の技術機器に関する FMV レンタル事業 

(2)前号に付帯関連する一切の事業 

5) 資 本 金：40 万円 

6) 社員（出資割合）：ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社           (50％) 
マッコーリーアセットファイナンスジャパン株式会社     (50％) 

7) 代 表 社 員：ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社 

8) 業務執行社員 ：ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社より１名を指名する 
 

■マッコーリーについて 

 マッコーリーグループは、銀行業務、資金調達、M&A アドバイザリー、投資業務、資産運用

などの各種金融サービスをグローバルに展開しています。 

マッコーリーは、広範囲にわたるサービスを提供することによって、お客様の収益実現に

貢献することを主要な業務目標として掲げており、世界中の機関投資家、法人投資家、個人

投資家そしてその他の取引先企業を代表して活動しています。 

 1969 年創業のマッコーリーグループは、現在世界 28 カ国に総勢 1万 5,000 名を超える社

員を有しており、2011 年 9 月 30 日時点における管理資産は 3,270 億豪ドルです。 

 

ホームページ：http://www.macquarie.jp/mgl/jp 
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